
環境への影響について 
 

１）環境影響評価の評価項目 

２）地上区間からの影響（大気質・騒音・振動） 

３）地下区間からの影響（大気質・振動） 

４）地下水への影響 
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環境への影響について 

 

環環境境へへのの影影響響ににつついいてて

外環(東京区間)の供用及び工事により、影響を及ぼすと考えられる環境要因は、下表の通りで

す。 

沿線地域の環境への影響については、平成１６年１月から実施してきた環境の現地観測の結果

を踏まえて、具体的な計画が固まった段階で、環境アセスメントの手続きに沿って、その影響を

予測・評価し、また環境を保全するための措置などを検討して行きます。 

ここでは、下表の環境要因の内、大気質、騒音、振動の影響について、類似事例を引用し、検

討した結果をお示しします。 

外環(東京区間)の供用及び工事により、影響を及ぼすと考えられる環境要因

環境影響評価の項目

 

 

 

 

 

 

 

 

環境影響要因 
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道路の存在 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

自動車の走行 ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―完
成
後 換気所の存在又は供

用 
○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ―

工事中 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※出典：東京外かく環状道路(世田谷区宇奈根～練馬区大泉町間)に関する環境影響評価方法書

について(平成１５年７月、国土交通省、東京都) 

 
 
 
 
 
 

 
 



主な調査事項 主な予測事項 評価の考え方 主な調査事項 主な予測事項 評価の考え方

二酸化窒素
浮遊粒子状物質

・二酸化窒素、浮遊粒子状
物質の濃度の状況
・気象の状況

・工事中の建設機械及び運
搬車両からの排出ガスによ
る大気質への影響
・供用後の自動車の走行及
び換気所の供用に伴う排出
ガスによる大気質への影響
・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質

・事業者により実行可能な
範囲内でできる限り回避・
低減されているか否か
・環境基準との整合

日照阻害

・土地利用の状況
・地形の状況
・日影の現状

・道路（嵩上式）の存在及び
換気所の存在に伴う日照阻害
の程度

・事業者により実行可能な範
囲内でできる限り回避・低減
されているか否か
・「公共施設の設置に起因す
る日陰により生ずる損害等に
係る費用負担について」の別
表との整合
・「建築基準法」第56条の２
に係る別表との整合

粉じん等

・粉じん等の状況
・気象の状況

・工事中の建設機械及び運
搬車両からの排出ガスによ
る大気質への影響

・事業者により実行可能な
範囲内でできる限り回避・
低減されているか否か
・降下ばいじんに係る参考
値との整合

電波障害

・テレビ電波の受信状況
・テレビの受信画質の状況
・テレビ電波の強度の状況
・共同アンテナの設置状況
・テレビ電波の送信状況
・高層建築物及び住居等の分
布状況
・地形の状況

・道路（嵩上式）の存在及び
換気所の存在に伴うテレビ電
波の受信障害の程度

・事業者により実行可能な範
囲内でできる限り回避・低減
されているか否か
・「公共施設の設置に起因す
るテレビジョン電波障害によ
り生ずる損害等に係る費用負
担について」との整合

騒音 騒音

・騒音の状況
・沿道の状況
・地表面の状況

・工事中の建設機械の稼動
及び運搬車両の走行に伴う
騒音の影響
・供用後の自動車の走行及
び換気所の供用に伴う騒音
の影響

・事業者により実行可能な
範囲内でできる限り回避・
低減されているか否か
・特定建設作業、特定建設
作業に係る基準との整合
・環境基準、日常生活に係
る規制基準との整合

重要な種及び
注目すべき生
息地

・動物相の状況
・重要な種及び注目すべき生
息地の状況

・工事の実施及び道路の存在
に伴う重要な種及び注目すべ
き生息地への影響

振動 振動

・振動の状況
・地盤の状況
・沿道の状況

・工事中の建設機械の稼動
及び運搬車両の走行に伴う
振動の影響
・供用後の自動車の走行及
び換気所の供用に伴う振動
の影響

・事業者により実行可能な
範囲内でできる限り回避・
低減されているか否か
・道路交通振動の限度、日
常生活に係る規制基準との
整合

重要な種及び
群落

・植物相及び植生の状況
・重要な種及び群落の状況

・工事の実施及び道路の存在
に伴う重要な種及び群落への
影響

強風によ
る風害

強風による風害

・気象の状況
・配慮すべき施設等の状況

・換気所の存在に伴う強風
の影響の程度

・事業者により実行可能な
範囲内でできる限り回避・
低減されているか否か
・風環境評価尺度との整合

緑の量

・緑被率
・緑の体積

・工事の実施及び道路の存在
に伴う緑の量の分布及び改変
の程度

低周波音 低周波音

・低周波音の状況
・沿道の状況

・供用後の嵩上式（高架構
造）区間での自動車の走行
及び換気所の供用に伴う低
周波音の影響

・事業者により実行可能な
範囲内でできる限り回避・
低減されているか否か
・一般環境中に存在する低
周波音圧レベル及びＩＳＯ
に規定されたＧ特性低周波
音圧レベルとの整合

地域を特徴づ
ける生態系

・動植物その他の自然環境に
係る｣概況
・地域を特徴づける生態系の
注目種・群落の状況

・工事の実施及び道路の存在
に伴う地域を特徴づける生態
系への影響

地形及び
地質

重要な地形及び
地質

・重要な地形及び地質 ・工事の実施及び道路の存
在に伴う重要な地形及び地
質への影響

主要な眺望点
及び景観資源
並びに主要な
眺望景観

水循環

・地下水及び湧水の状況
・帯水層の地質・水理
・水質の状況

・工事の実施及び道路の存
在に伴う地下水変動等の変
化の程度

市街地の地域
景観

地盤沈下

・地下水の状況
・帯水層の地質・水理の状
況
・軟弱地盤層の状況
・地盤高の変動状況
・地盤強度の低下の情報

・工事の実施及び道路の存
在に伴う地下水流動の変化
による地盤沈下の程度

史跡・文化財

・文化財の状況
・埋蔵文化財包蔵地の状況
・法令等による基準

・工事の実施及び道路の存在
に伴う史跡・文化財への影響

主要な人と自
然との触れ合
いの活動の場

・人と自然との触れ合いの活
動の場の概況
・主要な人と自然との触れ合
いの活動の場の分布、利用状
況及び利用環境の状況

・工事の実施及び道路の存在
に伴う主要な人と自然との触
れ合いの活動の場及び自然資
源の改変の程度、利用性、快
適性の変化の程度

建設工事に伴
う副産物

・事業特性、地域特性から得
られる廃棄物等に係る情報

・工事の実施に伴う廃棄物等
の概略発生量及び実行可能な
再利用の方策

 調査、予測、評価の手法等の概要

地盤

・事業者により実行可能な
範囲内でできる限り回避・
低減されているか否か

土壌に係
る環境そ
の他の環
境

大気環境

大気質

・事業者により実行可能な範
囲内でできる限り回避・低減

されているか否か
・地域景観の特性
・代表的な眺望及び景観資源
の状況
・囲繞景観の状況
・景観の保全に関する方針
・法令や区市の条例による基
準

・工事の実施及び道路の存
在、換気所の存在に伴う重要
な眺望点及び景観資源並びに
重要な眺望景観への影響

その他
の環境
要素

生態系

景観

史跡・文化財

土壌に係
る環境そ
の他の環
境

動物

人と自然との触れ
合いの活動の場

廃棄物等

植物

環境要素の区分

調査等の概要

環境要素の区分

調査等の概要
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大泉ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ近傍の騒音、振動、大気質の状況

[大気質の状況]

※NO2及びSPMの測定値は、四季観測結果(28日
間)の平均値を示しています。
※（　）内の値については、四季観測結果(28日間)
の最大値と最小値を示しています。

測定項目
測定値

環　境　基　準

二酸化窒素
（NO2）

0.033(0.005～0.052)
(ppm)

１日平均値(年間98%値)が0.04ppm
～0.06ppmまでのゾーン内

浮遊粒子状物質
（SPM）

0.034(0.013～0.070)
(mg/m3)

１日平均値(年間2%除外値)が

0.10mg/m3以下であること

昼間
夜間
昼間
夜間

項 目 評価の指標（環境基準）

等価騒音レベル
（LAeq）

幹線交通を担う道路に
近接する空間

70デシベル以下
65デシベル以下

道路に面する地域（A地域）
60デシベル以下
55デシベル以下

昼間
夜間

項 目 評価の指標（要請限度等）
振動レベルの80%レンジの上端値

（L10） 第1種区域
65デシベル以下
60デシベル以下

[騒音・振動の状況]

騒音レベル
ＬAeq（ｄＢ）

振動レベル
Ｌ10（ｄＢ）

昼間 夜間

57 51

32 31

測定項目
騒音に係わる環境基準

道路交通振動の要請限度

 　大泉インターチェンジ近傍で行った観測地点は
左図のとおりです。
　大泉ＩＣの交通量は、現況で４万台／日程度、
近接する関越自動車道は９万台／日程度となって
います。

ランプ

目白通り 大泉IC

関越本線ランプ

大泉ＩＣ利用交通量
40.000台/日

※大気質の測定高さ
　二酸化窒素の測定高さ　　：地上1.5m
　浮遊粒子状物質の測定高さ：地上3.0m
※騒音の測定高さ　　　　　：地上1.2m

関越自動車道本線
交通量：94.000台/日

※断面は練馬区目
白通りのｲﾒｰｼﾞ

測定地点

約40m

関越本線ラン

ランプ

大泉IC目白通り

 　大泉インターチェンジ近傍で行った環境の現地観測(四季観測)の結果は以下のとおりです。




